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成させた 
































































































図 3 2016 年 2 月村岡高校
⽣ が 神 ⼾ の 高 校 ⽣ と 一 緒
に、小学⽣の通学路の確保
に貢献した。 
































は 2008 年の入学者が 28 名まで減ったが、地域の課題解決的な学習と全国募集により 2014
年には 59 人に倍増し、多少の増減を経て 2020 年度も 59 人を確保している。２クラスを
維持したため、教員も 30 名おり専門科目の担当者を確保している。村岡高校も 2013 年度
入学生が１クラス 33 人まで減ったが、地域の課題解決的な学習と全国募集により学年２




岐地区以外から入学者は過半数の 38 人である。村岡高校の下宿生は 2020 年現在 22 人で、
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である。わが国のこの制度の契機となったのは、上述の「教育を変える 17 の提案」で示 
された「新しいタイプの学校」である。そこでは、アメリカのチャータースクールのよ 
うな学校を想定し、校長も公募を念頭においていた。中央のコントロールを弱め、各学 






























































会長を議長にし、兵庫教育大学の先生（2017 年度は安藤准教授 1 名、2018 年度は安藤准教
授と小倉准教授の 2 名）を助言者に、委員には地元県会議員 1 名、市会議員 5 名、連携中
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※2 2019 年度入学制より農業と商業の融合した３学科に再編した。 
※3 このことを踏まえ、2019 年度には、地域との協働による教育改革推進事業として、
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